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災害時における医療機関の役割分担及び連携に関する研究 

 
研究分担者 内藤 久貴 熊本大学病院 特任助教 

 

研究要旨：災害拠点病院および災害拠点病院を支援する医療機関に 

求められる機能および要件を提示し、レジリエントな災害時医療 

提供体制を明らかにするために、豪雨災害の被災地における災害 

拠点病院およびその他の医療機関に対して発災後の対応に関する 

アンケート調査を実施した。 

 

 

Ａ．研究目的 

 本研究の目的は災害拠点病院および災

害拠点病院を支援する医療機関に求めら

れる機能および要件を提示し、レジリエ

ントな災害時医療提供体制を明らかにす

ることである。本研究では令和 2年 7月

豪雨において被災した人吉・球磨地域、

水俣・芦北地域、八代地域の３つの医療

圏を対象にして各地域の災害拠点病院を

中心とする災害医療対応について情報収

集を行い、今後、求められる医療機関の

機能や要件について検討を行う。 

 

Ｂ．研究方法 

 令和 3年度は災害拠点病院等への調査

項目の妥当性を検討した上で、郵送また

は面談によるアンケート調査を実施す

る。対象は災害拠点病院である 3病院に

加え、今回の豪雨災害で被災した 29の

医療機関（人吉・球磨 17施設、水俣・

芦北 10 施設、八代 2施設）である。さ

らに各圏域の保健所および消防機関、医 

 

師会等の担当者から医療機関の連携につ 

いて意見を聴取する。 

（倫理面への配慮） 

 本研究は人を対象とする臨床研究では

ないが、アンケート調査に関わる負担の

軽減に努める。そのため、電子媒体で入

力可能なフォーマットについても作成を

行った。 

 

Ｃ．研究結果 

 令和 3年 9月 11日に「令和 2年 7月

豪雨災害を振り返る」研修会を実施し

た。本研修では県本部および調査対象で

ある３医療圏から発災急性期の医療対応

を中心に発表があり活動拠点現地本部の

医療調整について情報収集を行うことが

できた。さらに近年の災害医療に関する知

見収集を積極的に行い、災害時の医療機能

継続ならびに医療機関連携に関するアンケ

ート項目について修正・検討を進めた。ア

ンケート項目については研究協力者である
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長、若井次長から助言を受け、調査対象の

医療機関に調査票を郵送し回収を始めた。

またその他の関係機関（各圏域の保健所お

よび消防機関、医師会等の担当者から）の

ヒアリングについては、調査の進捗を踏ま

え、面会の調整を行う予定である。 

 合わせて、令和 2年 7月豪雨ならびに

本邦で近年発生した風水害（2016－2020

年）における人的被害についての分析を

行った。本研究の該当地域では、63 名が

犠牲となっている。90%以上が 60歳以上

の高齢者であり、地域の高齢化を反映し

たものであった。犠牲者の多くは、ハザ

ードマップ上の浸水想定区域、土砂災害

警戒区域であった。近年の風水害犠牲

（大雨 7回、台風 16回）においても、

578 名が犠牲となっている。そのうち年

齢の判明している犠牲者 456名のうち

73.2%は 60歳以上の高齢者であった。加

えて、屋内での犠牲者が多く、これは家

屋全壊数と関連しており、ハザードマッ

プを活用した危険地域の把握、避難が有

効であるにもかかわらず、周知されてい

ない可能性が示唆された。医療機関にお

いても、浸水想定地域や土砂災害警戒区

域に立地している場合に、機能不全に陥

る可能性があり、本研究においてさらに

分析を行う予定である。このように本邦

の風水害では、高齢化を背景とし、脆弱

性の高い高齢者が被害にあう傾向があ

る。水害時の医療連携・医療提供体制に

おいても高齢者や基礎疾患を有する被災

者に対する医療提供体制整備も重要であ

ると思われる。また医療機関の立地条件

により、医療連携に影響を与える可能性

がある。 

 

Ｄ．健康危機情報 

 特になし 
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1) 内藤久貴：熊本地震のある避難所に

おける口腔ケア頻度と影響を与える避難

所環境についての検討．第 27回日本災

害医学会総会・学術集会．2022 年 3月．

広島． 

2) 内藤久貴：災害医療教育プログラム
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センター～．第 27回日本災害医学会総

会・学術集会．2022年 3月．広島． 

 

Ｆ．知的財産権の出願・登録状況 

 特になし 

 

 

 

 

 

 

 


